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◉上津野高木神社の狛
こま

うさぎ
上津野地区に鎮座する高木神社には、狛

こまいぬ

犬に加え狛うさ
ぎがいます。理由ははっきりと分かりませんが、元禄期
かそれ以前の頃、上津野地区で赤痢が流行し多くの死者
が出たときに病魔退散のた
め祭りをし、万年願の行事
として９月卯の日に高木神
社で取った相撲を「卯の相
撲」と言い、このことから
高木神社に狛うさぎがいる
のではと言われています。
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２日／総合教育会議
４日／第１回添田町議会定例会（～18日）
４日／朝日ヶ丘団地建替事業解体工事
　　　第３期完工
10日／添田中学校卒業式
14日／ウクライナ救援金募金(～５月18日）
15日／畑谷川河川災害復旧工事完工
17日／津野小学校卒業式
18日／添田・中元寺・落合・真木小学校
　　　卒業式
18日／林道吉祥寺線舗装工事完工
19日／津野小学校休校式

25日／添田公園桜まつり（～４月７日）

１日／町制施行111周年
８日／添田中学校入学式
10日／早朝ソフトボール開幕式
11日／添田・中元寺・落合・真木小学校
　　　入学式
12日／春の交通安全街頭キャンペーン

25日／ヤマト運輸株式会社との高齢者
　　　見守りサービス業務協定締結式

９日／成人式
16日／消防団辞令交付式
21日／汐井川河川災害復旧工事完工
30日／国指定重要文化財中島家住宅
　　　竣工式

31日／埋金・丸渕線道路災害復旧工事完工

３日／第1回添田町議会臨時会
13日／添田町防災安全祈願祭
14日／福岡県日田彦山線沿線地域振興
　　　推進協議会
18日／真木団地屋上防水外壁改修工事
　　　第３期１工区・２工区完工
18日／栄内団地屋上防水外壁改修工事
　　　完工
25日／添田中学校立志式「二十歳のキミ
　　　へ」受渡式

16日／猿喰・扇鶴線災害防除工事完工
19日／福岡県市町村文化財保存整備協
　　　議会総会
21日／英彦山を美しくする会美化キャ
　　　ンペーン
21日／添田中学校体育会
29日／第56回英彦山山開き

１日／添田町長選挙及び添田町議会議
　　　員一般選挙立候補者説明会
４日／英峰塾開講式
８日／第２回添田町議会定例会（～10日）
10日／BRT深倉駅新設に伴う地元説明会
13日／福岡県市町村名勝庭園協議会総会
18日／佐藤知也・中山麻子給付型奨学
　　　金奨学生決定通知交付式
30日／新城・赤村線道路改良工事３工区
　　　完工
30日／同和問題啓発強調月間街頭啓発

　　

10日／第26回参議院議員通常選挙
11日／別所河内川河川災害復旧工事完工
17日／添田町長及び添田町議会議員一
　　　般選挙（議会議員選挙は無投票)
19日／当選証書付与式

22日／第２回添田町議会臨時会

10日／図書館「調べ学習体験講座」
18日／児童館「自由花教室」
21日／オークホール音楽祭
22日／寺西町長４期目初登庁

27日／男女共同参画推進セミナー「マ
　　　ネープラン講座」
28日／福岡県の庭園に行こう！「英彦
　　　山庭園の魅力」（第１回）
31日／桝田宮ノ前地区急傾斜地崩壊対
　　　策工事１工区・２工区完工

１日／林道弓張岳線災害復旧工事完工
５日／第３回添田町議会定例会（～16日）
18日／台風14号で町内全域に避難指示

19日／野田観測所で観測史上最大の24　
　　　　時間降水量398ミリを観測

３日／林道障子岳線災害復旧工事完工
９日／落合小学校スポーツ大会
13日／添田中学校合唱コンクール
16日／中元寺・真木小学校運動会
22日／添田小学校体育学習発表会

５日／油木ダムを美しくする会清掃活動
５日／第46回総合文化祭（～６日）
12日／男女共同参画推進セミナー「男
　　　性の家事応援講座」
13日／消防団模擬火災訓練（上津野）
13日／薪能「はなぶさ英彦山」公演

15日／子育て支援センター「おんぶに
　　　抱っこマルシェ2022」
19日／第４回住民と議会とのカタリ場
　　　～未来会議～
21日／第３回添田町議会臨時会
23日／はじめてのプログラミング教室

26日／庄地区彦山川川づくり懇談会清　
　　　掃活動
26日／eスポーツ体験会

27日／第61回子ども会球技大会
29日／第52回金婚式
30日／町道英彦山線（英彦山神宮参道）
　　　修景整備工事完工

３日／第38回少年の主張大会
４日／福岡県の庭園に行こう！「英彦山　
　　　庭園の魅力」（第２回）

７日／第４回添田町議会定例会（～９日）
16日／早生樹（センダン）植樹祭2022
16日／BRT駅周辺のにぎわいづくり意
　　　見交換会（～17日）
17日／男女共同参画推進セミナー「LG
　　　BT講座」
28日／消防団歳末警戒

11月 November

５月 May

７月 July

２月 February

１月 January

６月 June

９月 September

８月 August

10月 October

４月 April

12月 December

2022年も添田町ではたくさんの出来事がありました。
皆さんにとってはどんな年でしたか。
ここでは、この 1年の主な出来事を一挙に振り返ります。

↑111人が大人の仲間入り（１月９日）↑見守りサービスの協定を締結（4月25日）↑１年間の登山の安全を祈願（５月29日）　↑選挙開票の様子（７月17日）

↓上手にアレンジできました（８月18日）↓火災を想定した消火訓練（11月13日） ↓添田中学校吹奏楽部の演奏（８月21日）↓優勝は上中元寺（11月27日）

↑平成28年度から行ってきた保存修理工事が完成し、　建築当時(江戸時代)の姿に戻りました

３月 March

↑鬼杉と鬼杉不動がデザイン
　された手ぬぐい

↑選挙後初めての臨時議会

町のあゆみ2022
2022 年の出来事をピックアップ

↑選挙後初め 臨時議会

町のあゆみ２０２２町のあゆみ２０２２町のあゆみ２０２２

１月 January
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青
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瀨
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長
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催
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に
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に
よ
る
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る
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と
を

テ
ー
マ
に
、
町
内
小
・
中
学
校
の
代
表
６
人
が
力
強
く
堂
々
と
発
表
。
審
査
の
結
果
、

添
田
小
６
年
の
福
澤
唯
さ
ん
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
、
思
っ
て
い
る
こ
と

今
、
伝
え
た
い
こ
と

添田中１年
鶴留 大翔さん

認
知
症
に
つ
い
て

添田中２年
松嶋 歩さん

自
分
を
信
じ
て
生
き
る

落合小６年
西嶋 雅樂さん

偏
見
に
よ
る
差
別

中元寺小６年
宮村 仁之介さん

や
る
気
・
元
気
・
本
気

真木小６年
森田 舵空橙さん

環
境
を
こ
れ
以
上
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に

７　広報そえだ（令和 5年１月号） 広報そえだ（令和 5年１月号）　６

問 教育委員会社会教育課（☎82-2559）

※福澤さんは添田町代表として２月に開催予定の田川地区大会に出場します。
※文章は原文のままではなく、主張の主な内容を一部抜粋、要約して掲載しています。ご了承ください。

私
は
将
来
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。
理
由
は
、
私
自
身

が
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
心
を
救
わ
れ
た
か
ら
で
す
。
私
が
昔
、

悩
ん
で
い
る
時
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
に
話
を
聞
い
て
も
ら
っ
た
り
、

解
決
策
を
一
緒
に
考
え
て
も
ら
っ
た
り
、
ま
た
、
心
が
明
る
く
な
る
よ
う
な
優
し

い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
今
ま
で
好
き
だ
っ
た
こ
と
へ
の
興
味

が
急
に
な
く
な
っ
て
悩
ん
で
い
る
時
も
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成
長
す
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に
つ
れ
て
、
好
き
な
も
の
や

こ
と
は
変
わ
る
か
ら
、
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
。
本
当
に
楽
し
み
た
い
こ
と
を
楽

し
ん
だ
ら
い
い
よ
」
と
言
わ
れ
、「
確
か
に
そ
う
だ
な
。
も
っ
と
気
楽
に
、
楽
し
く

考
え
よ
う
」と
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

優
し
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
っ
た
事
も
心
の
支
え
に
な
り
ま
し
た
が
、
話
を
聞
い

て
も
ら
っ
た
だ
け
で
も
心
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
通
し
て
将
来
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
、「
今
」
心
が
弱
っ
て
い
た
り
、
誰
に
も
悩
み
を
打
ち

明
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
子
ど
も
達
の
話
を
聞
い
て
、
気
持
ち
を
共
有
し

て
、
少
し
で
も
心
を
軽
く
し
て
あ
げ
た
い
な
、
と
思
っ
た
の
で
す
。

　

最
近
、
友
達
関
係
の
悩
み
や
い
じ
め
で
学
校
に
行
け
な
い
人
の
ニ
ュ
ー
ス
を
よ

く
見
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、周
り
の
人
の
支
え
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

私
に
も
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
周
り
に
悩
み
を
か
か
え
て
い
る
友
達
が
い
た
ら
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
、
考
え
て
み
ま
し
た
。
ま
ず
は
、「
悩
み
を
言
い
や
す
い
環
境

に
す
る
」
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
考
え
る
そ
の
環
境
は
、
そ
の
人
の

こ
と
を
親
身
に
な
っ
て
話
を
聞
い
て
く
れ
る
友
達
や
家
族
が
周
り
に
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
友
達
の
悩
み
に
対
し
て
ふ
ざ
け
た
り
笑
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
思
い
や
る
心
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
「
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
で
き
な
く
て
も
、
話
を
聞
く
」
こ
と
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。
私
も
、
話
を
聞
い
て
も
ら
え
る
だ
け
で
、
心
が
と
て
も
軽
く
な
り

ま
し
た
。
自
分
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
と
思
え
、「
一
人
じ
ゃ
な
い
ん

だ
」
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
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も
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達
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を
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て
、

ア
ド
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ス
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で
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け
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い
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み
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さ
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も
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悩
ん
で
い
る
友
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が
い

た
ら
、
ア
ド
バ
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が

で
き
な
く
て
も
、
話
だ

け
で
も
聞
い
て
あ
げ
ら

れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

将来の夢
添田小６年  福澤 唯さん  

最優秀賞

物価高騰などの影響をうける子育て世帯を応援

　添田中学校２年生の田邉公貴さんが行ったシカの生態研究を「添田中学校内におけるニホンジカの
生態とその影響」と題し、令和４年度福岡県小・中学生科学研究作品展に提出。見事、優良賞を受賞
し県教育委員会から表彰されました。今回は、本格的な学術研究となった本作品を紹介します。

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

新型コロナウイルス感染症の影響及び物価

高騰による影響を受けている子育て世帯の生

活を支援する取組の一つとして、高校生年齢

までを対象とした子育て世帯応援支援金を給

付します。

▶支援金　30,000円（対象児童１人あたり）
▶対象児童　平成16年４月２日～令和 5年３
　月31日までに生まれた人
▶対象者　令和４年12月１日に添田町に住所
　を有し、対象児童を養育している人
▶支給時期　令和 5年 1月下旬頃から順次支
　給予定
※受給対象者には12月下旬以降に通知を発送
します。
問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援
　 係（☎82-1232）

令和５年４月に、小学校・中学校・高校な

どへ入学を予定している児童・生徒の保護者

に対して、新入学などの準備に係る応援金を

給付します。

▶応援金　20,000円（対象児童・生徒１人あたり）
▶対象児童・生徒
　小学校入学（H28.４.２～H29.４.１生）
　中学校入学（H22.４.２～H23.４.１生）
　高校等入学（H19.４.２～H20.４.１生）
▶対象者　令和４年12月１日に添田町に住所
　を有し、対象児童・生徒を養育している人
▶支給時期　令和５年２月下旬から３月下旬
　を予定
※受給対象者には１月下旬頃に通知を発送し
ます。
問 教育委員会学校教育課学校教育係
　 （☎82-5963）

子育て世帯応援支援金新入学等準備応援金
子育て

支援

5963）

　令和３年７月、夏休みの課題を探していた当時１年生
の田邉さん。ある日、学校内の花壇の花が無くなってい
ることに気づきます。理科担当の鎌田先生に相談すると、
「シカ」による食害だと気づきます。ここから、田邉さん
の１年以上にわたるシカの研究が始まります。

きっかけは「花壇」

◉未来の研究者にエールを！！「令和４年度福岡県小・中学生科学研究作品展」

どんな「研究」？

　花壇の花を食べてるシカが、中学校内でどのように行
動をしているか不明な点が多かったことから、田邉さん
は中学校内で自動撮影カメラによる定点観測とふんの分
布状況を詳細に調査します。するとシカの行動履歴が判

明。シカはテニスコート付近のわずかな隙間などから侵
入し、主に利用する場所は裏門付近の家庭科室裏である
こと、食害にあった花壇の花は通り道にあったために食
べられ、花壇が目的で侵入し
たのではないことが分かって
きました。食害対策で柵の設
置の必要性など、研究内容を
まとめたレポートは約30枚に
ものぼります。
　優良賞を受賞した田邉さん
は「理科が好きなので、大学に
行っても理科の研究がしたい。
将来は理科の先生になりたい
です」と話してくれました。

。

↑レポートをＡ１サイズにまとめた
　研究のポスターと田邉さん
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町 が行う介護予防事業や老人クラブ活動への参加、介護
保険施設などでのボランティア活動をした場合に、一

定のポイントがもらえ、地域お買い物券と交換できる介護予
防ポイント事業。１月10日から３月31日まで、介護予防ポイ
ント事業で貯まったポイントを町内で利用できる地域お買い
物券に交換できる申請を受け付けます。期限を過ぎると交換
できませんので、忘れずに手続きをしてください。

問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎ 82-1232）

◉ポイント交換の方法
▷役場①番窓口（保健福祉環境課福祉・高齢
　者支援係）で交換の申請をしてください
▷元気倶楽部や健康体操教室、高齢者パソコ
　ン教室、ストレッチ教室、トランポリン教
　室の参加者は教室時に集めます

◉注意事項
▷期限を過ぎると地域お買い物券との交換は
　できません
▷ポイントが貯まっていない人もポイントを
　新しい手帳に引き継ぐことができますので、
　新しい手帳と交換してください

◉交換期間 １月10日火から３月31日金まで

◉持参するもの ①介護予防ポイント手帳　②印かん

役場開庁時間（土日、祝日を除く８時30分から17時15分まで）

● 介護予防ポイント事業の登録者を募集しています

役場①番窓口で受け付けています。皆さんも
日ごろの健康維持や生きがいづくりのために
介護予防ポイントを貯めて、お得なお買い物
券に交換しませんか。

　町では、元気な高齢者を対象に介護予防ポ
イント事業の登録者を募集しています。対象
者は、町内在住の65歳上の人で、介護認定を
受けていないことなどが条件です。申請は、

介護予防ポイントの交換期間は１月から３月までですお得に

介護予防

介護予防ポイントと
地域お買い物券の
交換を忘れずに

多 くの人に愛される猫。最近、猫を飼う人が増
えていますが、その傍ら、猫に関する苦情

も増えています。私たちの日常生活の中で共存す
る猫に、どのような問題があるのでしょうか。「野
良猫」と「飼い猫」、２つの『猫事情』を２か月に
わたりお伝えします。今月は、「野良猫」編です。

問 役場保健福祉環境課環境保全係（☎ 82-1232）

◉野良猫事情について
　野良猫は飼い主のいない猫が栄養価の高い餌を与えられることで健康状態や繁殖能力が向上し、
飼い猫の遺棄と相まってその数を増やしています。飼い主のいない野良猫が増えると、ふん尿の被害、
ごみあさりなどによる衛生面での問題が引き起こされます。

● 野良猫の一生に責任を持てない人は、餌やりはやめましょう

　「野良猫」に餌を与えること自体が悪いわけではありません。しかし、餌を与えることで、
厳しい環境と運命が待ち受けている「野良猫」が増えることになります。また、近所の衛生
面が悪化することにもなり、結果として、猫も人も不幸になります。
　人と猫がよりよい社会でともに生きていくためには、引き取って「飼い猫」として最後ま
で世話をすることです。または、野良猫が増えないよう不妊去勢手術を施し、近所の人に理
解を求めながら餌の管理やふん尿の世話などを行い、最後まで見守る「覚悟」を持って世話
をすることです。それができない人は、「野良猫」への無責任な餌やりはやめましょう。

添田町の猫事情　【野良猫編】

「野良猫」への無責任な
　　餌やりは、不幸な

猫を増やします
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れることで健康状態や繁殖能力が向上し

　「飼い猫」は特定の飼い主が存

在する猫で、継続的に給餌給水

などの世話をされている猫のこ

とを指します。

　「野良猫」は特定の飼い主が存

在せず屋外で生活する猫の総称

で、無責任な飼い主による「捨

て猫」「不適切飼養」に端を発し

ています。

◉猫の繁殖力は？
　年に２～４回程の妊娠・出産サイクルで、１
回の出産で４～８匹程産まれます。猫は繁殖力
が非常に強い動物で、交尾を行うとほぼ100%
妊娠します。無責任な餌やりにより健康が保た
れると、気づかぬうちに増え続けてしまいます。

◉野良猫の寿命は？
　「飼い猫」の平均寿命は10年以上に対し、「野
良猫」はある程度成長した猫でも約３年、子猫
となると生後２か月程度と短命です。町内で昨
年度回収された猫の死骸は56匹にもなり、ほか
の動物と比べても飛びぬけて多い状況です。



My Town Topics
問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82-4000）

My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。 まちの話題
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12月10日、町
立児童館でクリ
スマスオーナメ
ントづくりが開
催され、児童20
人が参加しまし
た。雪だるまや
もみの木のフェ
ルトがついてあ
る木製クリップ
をレースやポンポン、ビーズなどで色とりどりに装飾し
ていきます。児童たちは思い思いのオーナメントを制作
し最後にクリスマスプレゼントでお菓子が渡されました。

児童館わくわく☆イベントデー

色とりどりのクリスマスオーナメントづくり

↑クリスマスオーナメントづくりに夢中の児童たち ↑参加した会員には毎日のレシピノートも配られました

添田町婦人会１日研修

バランスの良い朝ご飯で成人病予防を

12月11日、婦
人会１日研修が
行われ、昨年に
続き中山産婦人
科医院の中山院
長を講師に成人
病予防について
勉強しました。
中山院長は「朝
ごはんをしっか
り食べること。味噌汁に５種類程の野菜を入れると飲み
物から食べ物に変わり、納豆も併せてとることで腸内環
境もよくなり病気になりにくくなる」と話していました。

↓昭和47年に結婚され、結婚50周年の金婚式に仲良く、元気に臨む８組の夫婦の皆さん

令和４年度金婚式・ダイヤモンド婚式

夫婦仲良く、末永くお幸せに

11月29日、添田町社会福祉協議会（照瀨保
道会長）主催の金婚式、ダイヤモンド婚式が
オークホールで開かれました。金婚式には結
婚50周年を、ダイヤモンド婚には結婚60周年
を迎えた計18組の夫婦が出席。寺西町長が「社
会情勢が変わる中、皆さんの知恵、経験は変
わらずこれからの添田町に必要です。どうか
末永くお二人ですごされてください」と祝辞
を述べると、大田原靖さんが「大きな病気や
怪我もなく、妻がよく逃げずに50年いてくれ、
すごく運のよい人生です。皆さん、まだまだ
夫婦で長生きして、年金をもらいつづけましょ
う」とユーモアたっぷりの謝辞を述べました。

まちからのお知らせ＆情報

該当する人は申請をお願いします

添田町就学援助費交付制度

経済的な理由で就学が困難な
家庭を援助します

町 立の小・中学校に在籍する児童・生徒で、
経済的な理由で給食費の支払いや学用品

などの購入が困難な生活状況にある世帯に対し
て、認定要件に該当する場合、費用の一部
を援助します。認定要件は世帯構成の人数
や年齢などで異なり、状況により支給でき
ない場合もあります。申請に必要な書類も
各家庭で異なりますので、詳しくは相談く
ださい。
◉受付期間 令和５年１月４日水～２月10
日金

※支給方法や助成限度額などの詳細は、町ホー
ムページで確認ください。
問 役場教育委員会学校教育課
　 学校教育係（☎ 82-5963）

70歳以上の外来の医療費に
年間限度額が設けられます

70 歳以上の人の外来の医療費に、年間の限度
額が設けられます。

◉対象 70歳以上で基準日に高額療養費の自己負
　担限度額が「一般」または「市町村民税非課税
　世帯」に属している人（医療費の負担割合が３
　割でない人）
※月毎の高額療養費が支給される場合は、差し引
いた金額で計算されます。
◉年間上限額 14万４千円
◉計算期間 令和３年８月１日～令和４年７月31日
◉基準日 令和４年７月31日
◉申請先 基準日に加入している健康保険元
※国民健康保険加入期間のみで年間14万４千円を
超える人には、役場から申請書を送付します。
※計算期間内に一部社会保険期間がある人で14万
４千円を超える人は、申請に保険元から出された
自己負担額証明書が必要です。
※後期高齢者医療の人は、後期高齢者医療広域連
合から通知が届きます。
問 役場住民課保険年金係（☎ 82-5966）

20 歳になる誕生月に日本年金機構から国民年
金加入の通知、基礎年金番号通知書、国民

年金保険料納付案内書が同時に送付されます。基
礎年金番号通知書は生涯使用しますので大切に保
管してください。なお、国民年金保険料の納付が
困難な場合は「学生納付特例制度」や「保険料免除
制度」の申請手続きをおすすめします。申請を行
わないまま保険料が未納になっていると、将来の
年金額の減額や障害年金の申請要件を満たさなく
なるなどの思わぬ事態を招きますので注意してく
ださい。また、免除申請の手続きは代理人でも可
能ですが、窓口で代理人に
対して本人確認を行います
ので免許証などの本人確認
ができるものを持参してく
ださい。
【学生納付特例制度】

　学生本人の前年所得が118万円以下の場合、20
歳の誕生月から翌年３月まで保険料納付が猶予さ
れます。今年度は、誕生月から令和５年３月まで
が免除対象期間となります。それ以降継続して免
除する場合は令和５年４月以降に役場に来庁し手
続きをお願いします。
▶申請に必要なもの　▷基礎年金番号通知書　
▷学生証（コピー可）または在学期間の分かる証
明書　
※学生証についても在学期間が明記されているも
のでないと申請不可、通学している学校によって
は免除の対象外となる可能性もあります。
【保険料免除制度】

　「申請者本人」や「申請者の配偶者、世帯主」など
の前年所得が定められた基準に該当することが必
要です。
▶申請に必要なもの　▷年金手帳または納付書な
ど基礎年金番号の分かるもの　▷印鑑　
※失業を理由にする場合は、雇用保険
被保険者離職票や雇用保険受給資格者
証（いずれもコピー可）なども
必要です。
問 役場住民課保険年金係
　 （☎ 82-5966）
　 直方年金事務所
 　（☎ 0949-22-0891）

学生の猶予や免除制度もあります

20歳になった皆さんへ
国民年金の手続きをお忘れなく

↑町ホームページは
　コチラから

るもの　▷印鑑　
合は、
保険受
なども

係

▷印鑑
雇用保険
受給資格者
も

て
を
や
な
各
だ
◉

支給

↑寒空の中、力を出し尽くした添田町選手団の皆さん

福岡県市町村対抗福岡駅伝大会

選手の想いがつまった襷をつなぐ

11月20日、筑
後市の県営筑後
広域公園で第９
回市町村対抗福
岡駅伝大会が３
年ぶりに行われ
ました。県内全
60市町村が参加
したこの大会に
中学生から40代
まで13人の選手団で参加。全員が一丸となり９区間28.9
キロを１本のたすきでつなぎました。令和５年も開催予
定の駅伝大会。足に自信のある人は、一緒に参加しませんか。

←
完
成
し
た
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト

↑結婚60周年を迎えた10組の夫婦の皆さん ↑式典では保育園児の踊りなども披露されました

英彦山神宮奉幣殿

新しい大注
し め な わ

連縄で輝かしい新年を

↑大注連縄は例年12月の第２日曜日にかけ替えられます

12月11日、英
彦山神宮の大注
連縄づくりが行
われました。英
彦山神輿会のメ
ンバーなど約20
人によって、長
さ約７m、重さ
200kgを超える大
注連縄がつくら
れました。わら打ちから始め、６時間をかけつくられた
昨年よりも一回り大きい注連縄は、国指定重要文化財の
奉幣殿に飾られ、新しい年を迎える準備ができました。



令
和
５
年
夏
の
開
業
に
向
け
て
添
田
駅
や
彦
山
駅
な
ど
沿
線
で
の
工
事
が
着
々
と
進
む
Ｂ
Ｒ
Ｔ
ひ

こ
ぼ
し
ラ
イ
ン
（
正
式
名
称
：
日
田
彦
山
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）。11
月
30
日
、
Ｊ
Ｒ
九
州
か
ら
添
田
駅
、
彦

山
駅
、
筑
前
岩
屋
駅
、
大
行
司
駅
、
宝
珠
山
駅
、
大
鶴
駅
、
今
山
駅
の
７
駅
に
設
置
す
る
待
合
ブ
ー

ス
の
デ
ザ
イ
ン
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

デザインコンセプト：「やまなみ」
ＢＲＴひこぼしラインの起終点と
なる添田駅では、沿線の豊かな「や
まなみ」の曲線を木材で表現しま
す。長さ・厚さの異なる木材の組
合せにより、山々が重なり連なる
景色を、リズミカルに描きます。

デザインコンセプト：「頭
ときん

襟」
三大修験道のひとつである英彦山
のふもとにある彦山駅では、山伏
が頭に付けている「頭襟」を木材
で表現します。こ
の印象的なデザイ
ンが、地域の歴史
や文化を伝え
ます。

彦山駅待合ブース

日
田
彦
山
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ

日
田
彦
山
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ　

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
待
合
ブ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
待
合
ブ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

添田駅待合ブース

日
田
彦
山
線
Ｂ
Ｒ
Ｔ

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
待
合
ブ
ー
ス
デ
ザ
イ
ン
が
決
定

　待合ブースは駅ごとに木材を活用して地域の特色を表現し、ＢＲＴ
を待つ人に、温かみのある、やさしい空間を提供するデザインになっ
ています。７駅以外のＢＲＴ駅には、沿線の一体感を創出するため添
田町、東峰村、日田市をイメージしたＢＲＴひこぼしラインオリジナ
ルの駅サインが設置される予定です 。
　今回は、添田駅、彦山駅に設置される予定の待合ブースを紹介します。

※添田駅ホームの屋根下に設置を予定
しています。

↑タラヨウの木は展望台付近に多く生えているようです

岩石山で採れる葉
は が き

書の語源の葉っぱ
山内瑠美子さん（野田）からの投稿です

ぱ葉 ぱぱ

まちかど特派員投稿

　町主催のアウトドア教室で岩石山に登山した
ときの達成感や自然の美しさに惹かれ、２年ほ
ど前から週に２、３回登山する山内さん。秋に
岩石山に登った帰り道に出会った男性が草花に
詳しく、タラヨウについて教えてくれたそうで
す。登山道沿いでよく見かけるタラヨウは、ト
チノキ科の常緑樹で葉は大きくて厚く、秋に実
る赤い果実が特徴です。タラヨウには傷をつけ
るとその部分が黒くなる特徴があることから、
平安時代にお経を書き残したり、言葉を伝える
ため文字を書いて相手に渡したりしていたそう
です。タラヨウは「葉書」の語源になったという
説があり、シンボルツリー
として敷地内に植えている
郵便局もあるようです。切
手を貼ると定形外郵便とし
て取り扱ってくれるとの情
報もあるそうです。 ↑葉の裏につまようじで傷を

　つけた箇所が黒くなります

他駅の待合ブースの情報はＪＲ九州→
ホームページで確認ください

←
山
伏
の
頭
に
付
い
て
い
る
黒
い
飾
り
が「
頭
襟
」で
す

。
ザ
歴

←
山
伏
の
頭
に
付
い
て
い
る
黒
い
飾
り
が「
頭

いる「頭襟」を木材
こ
ザイ
歴史
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中富 心
しんば

絆 ちゃん 
１月１日生 ❺・野田

お誕生日おめでとう♡
５歳も元気いっぱい遊ぼうね！！

1月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

お子さんの写真を掲載しませんか

未就学児のお子さんの写真を募集します

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をＥメールで送信してください。
役場総務課窓口でも受け付けています。

koho@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

２月生まれの
締め切りは、

１月13日金です。

文
芸
歳
時
記

◉
２
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

１
月
13
日
金
ま
で
に
役
場

総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。

俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書

係
（
☎
82
―
４
０
０
０
）

新あ
ら

た
し
き
年
の
初
め
に
思
う
事

　
　

平
和
な
日
々
が
続
く
よ
う
に
と　

佐
藤   　

直

元
旦
や
雪
の
階
段
ふ
み
し
め
し

　
　
　
　

す
ぎ
し
昭
和
の
初
詣も

う
でか

な　

柳
瀬　

一
徳

【
俳
句　

投
稿
】

ま
ほ
ろ
ば
の
英
彦
三
岳
や
初
山
河　
　

伊
勢
村　

稔

天
晴
れ
て
雲
を
蹴
散
ら
せ
十
二
月　
　

寺
本　

紀
子

年
の
瀬
や
友
の
喪
知
ら
す
文
二
通　
　

柳
瀬　

満
子

【
川
柳　

投
稿
】

寅
が
去
り
兎
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る　

原
田
祥
二
郎

仲
良
し
も
恋
も
平
和
も
笑
顔
か
ら　
　

原
田　

順
子

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

梵
鐘
へ
続
く
石
段
に
玉
虫
の

　
　
　
　
　
　
　

青
き
輝
き
命
儚
く　

荒
巻
ミ
サ
子

病
得
て
一
人
居
の
友
果は

敢か

無な

く
も

　
　
　

そ
っ
と
一
輪
薔
薇
咲
き
残
す　

福
富　

廣
枝

分
類
が
悪
し
と
残
さ
る
ゴ
ミ
の
日
の

　
　
　

袋
一
つ
が
ベ
ソ
を
か
き
を
り　

五
十
嵐
田
鶴

鮮
や
か
な
黄
金
の
稲
田
そ
の
廻
り

　
　
　

曼
殊
沙
華
燃
ゆ
我
が
原
風
景　

大
塚　

富
江

【
短
歌　

投
稿
】

口
角
を
上
げ
て
暮
ら
せ
ぬ
日
の
多
し

   　

コ
ロ
ナ
は
消
え
ず
初
春
巡
る   

櫻
木
マ
サ
子

凍
て
星
を
見
つ
め
て
を
れ
ば
心し

ん
お
う奥

の

　

泣
き
た
い
ほ
ど
の
し
こ
り
溶
け
ゆ
く　

独
活
山
強
実
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福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓
口
で

は
、
次
の
進
路
が
定
ま
っ
て
い
な
い

若
者
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ

て
、
情
報
提
供
や
支
援
機
関
の
紹
介

を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

毎
週
月
〜
土
10
時
〜
19
時

　
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
若
者
自
立
相
談

　

窓
口
（
大
野
城
市
）

▼
相
談
方
法　

電
話
、
メ
ー
ル
（in

fo@
w
akam

ado.net

）、
来
所
相

　

談
の
ほ
か
、
状
況
に
応
じ
て
訪
問

　

相
談

※
来
所
相
談
は
事
前
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

問
福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓
口

（
☎
092
―
710
―
０
５
４
４
）

　
「
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
」
の
確
認
書
お

よ
び
申
請
書
の
提
出
期
限
は
、
１
月

31
日
火
（
当
日
消
印
有
効
）
で
す
。

期
限
内
に
返
送
が
な
い
場
合
は
、
給

付
金
の
支
給
を
辞
退
し
た
も
の
と
み

な
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
添
田
町
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨

時
特
別
給
付
金
担
当
窓
口

（
☎
82
―
５
９
６
５
）

　

❶
「
添
田
町

プ
レ
ミ
ア
ム
地

域
商
品
券
」
と

❷
「
添
田
町
生

活
応
援
券
」
の

有
効
期
限
は
、

ど
ち
ら
も
１
月
29
日
日
で
す
。
期
限

を
過
ぎ
る
と
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
未
使
用
の
商
品
券
は
返

金
（
換
金
）
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
早

め
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
役
場
地
域
産
業
推
進
課
商
工
業
振

興
係（
☎
82
―
５
９
６
２
）

添
田
町
商
工
会（
☎
82
―
０
２
４
４
）

　

校
を
卒
業
し
た
人
か
、
令
和
５
年

　

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
、
ま
た

　

は
学
校
施
行
法
規
則
で
そ
れ
と
同

　

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら

　

れ
た
人

▼
志
願
資
格　

両
目
の
視
力
が
概
ね

0.3
未
満
の
人
、
ま
た
は
視
力
以
外

　

の
視
機
能
障
が
い
が
高
度
の
人
の

　

う
ち
拡
大
鏡
な
ど
の
使
用
に
よ
っ

　

て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
な
ど
の

　

視
覚
に
よ
る
認
識
が
不
可
能
ま
た

　

は
著
し
く
困
難
な
程
度
の
人
で
、　

　

原
則
と
し
て
保
護
者

　

と
と
も
に
県
内
に
在

　

住
し
て
い
る
人

※
医
師
の
診
断
書
（
本

校
指
定
様
式
）
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

１
月
27
日
金
〜
２
月

　

３
日
金

問
福
岡
県
立
北
九
州
視
覚
特
別
支
援

学
校（
☎
093
―
651
―
５
４
１
９
）

▼
入
学
検
査　

２
月
17
日
金
10
時
〜

11
時
30
分
（
聴
力
検
査
・
行
動
観

　

察
・
保
護
者
面
接
）

▼
募
集
人
数　

若
干
名

▼
対
象
者　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る

　

平
成
29
年
４
月
２
日
〜
令
和
２
年

　

４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

　

離
職
な
ど
で
再
就
職
を
希
望
す
る

人
を
対
象
に
、
専
門
知
識
や
技
能
を

学
ぶ
６
か
月
間
の
職
業
訓
練
で
す
。

▼
訓
練
期
間　

３
月
１
日
水
〜
８
月

25
日
金

▼
訓
練
科
名　

も
の
づ
く
り
溶
接
科

　

／
定
員
15
人

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

み
し
て
い
る
人

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
募
集
期
限　

２
月
９
日
木

▼
入
所
選
考　

２
月
15
日
水
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

※
申
し
込
み
は
住
所
を
管
轄
す
る
公

共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

▼
入
学
検
査　

▽
幼
稚
部
＝
２
月
17

　

日
金　

▽
高
等
部
＝
３
月
３
日
金

▼
対
象
者　

▽
幼
稚
部
＝
平
成
31
年

　

４
月
２
日
〜
令
和
２
年
４
月
１
日

　

に
生
ま
れ
た
幼
児　

▽
高
等
部
専

　

攻
科
理
療
科
＝
特
別
支
援
学
校
高

　

等
部
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学

▼
試
験
日　

２
月
12
日
日

▼
試
験
会
場　

福
岡
県
介
護
保
険
広

　

域
連
合
田
川
・
桂
川
支
部（
田
川
市
）

▼
対
象
者　

介
護
支
援
専
門
員
、
保

　

健
師
、
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、　

　

社
会
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格

　

を
持
っ
て
い
る
介
護
の
実
務
経
験

　

が
５
年
以
上
あ
る
人
で
、
普
通
自

　

動
車
免
許
を
取
得

　

し
、
基
本
的

　

な
パ
ソ
コ
ン

　

操
作
が
で
き
る
人

▼
採
用
人
数　

若
干
名

▼
任
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
令
和

　

６
年
３
月
31
日
ま
で

▼
勤
務
場
所　

田
川
・
桂
川
支
部

▼
業
務
内
容　

介
護
保
険
認
定
に
関

　

す
る
訪
問
調
査
（
自
家
用
車
で
の

　

訪
問
調
査
と
な
り
ま
す
）

▼
申
込
期
間　

１
月
10
日
火
〜
31
日

　

火
の
平
日
９
時
〜
17
時
（
郵
送
の

　

場
合
は
１
月
31
日
火
必
着
）

※
申
込
用
紙
は
、
１
月
６
日
金
か
ら

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
ま
た
は
福
岡

県
介
護
保
険
広
域
連
合
田
川
・
桂
川

支
部
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
田
川
で
配
布

し
ま
す
。
勤
務
条
件
な
ど
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
田
川

・
桂
川
支
部（
☎
49
―
１
０
９
３
）

お
知
ら
せ

▼
志
願
資
格　

両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル

　

が
概
ね
60
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
人
の

　

う
ち
、
補
聴
器
な
ど
の
使
用
に
よ

　

っ
て
も
通
常
の
話
声
を
解
す
る
こ

　

と
が
不
可
能
ま
た
は
著
し
く
困
難

　

な
程
度
の
人
で
、
原
則
と
し
て
保

　

護
者
と
と
も
に
県
内
に
在
住
し
て

　

い
る
人

※
本
校
所
定
の
入
学
願
書
お
よ
び
調

査
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
持
参

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間　

１
月
27
日
金
〜
２
月

　

３
日
金

※
小
・
中
学
部
の
児
童
生
徒
の
体
験

入
学
な
ど
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

問
福
岡
県
立
直
方
特
別
支
援
学
校

（
☎
0
９
４
９
―
24
―
５
５
7
０
）

　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所
で
は
、
随
時
説
明
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ご
都
合
に
合
わ

せ
て
個
別
説
明
や
出
張
説
明
も
可
能

で
す
。
試
験
も
逐
次

実
施
中
で
す
。
保
護

者
か
ら
の
連
絡
も
お

待
ち
し
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

地
域
事
務
所

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

相
談
員
が
本
人
と
そ
の
家
族
の
困

り
ご
と
を
お
聞
き
し
、
解
決
に
向
け

て
一
緒
に
考
え
、
必
要
な
支
援
・
手

続
き
に
繋
ぐ
な
ど
の
相
談
支
援
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
生
活

全
般
、
子
育
て
や

家
族
の
悩
み
が
あ

る
人
は
気
軽
に
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

１
月
19
日
木
、
２
月
16
日

　

木
10
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
14

時
30
分
／
要
事
前
予
約

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場

問
福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

（
☎
44
―
８
６
3
１
）

子
ど
も
支
援
オ
フ
ィ
ス

（
☎
44
―
８
６
１
２
）

２
つ
の
添
田
町
応
援
商
品
券
の

有
効
期
限
は
１
月
29
日
日
ま
で

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

Information くらしに役立つ情報満載
●人　口　8,845 人（ー７人）
●男　性　4,173 人（＋５人）
●女　性　4,672 人（ー12人）
●世帯数　4,539世帯（ー2世帯）

人の動き 11月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　１月10日火、１月17日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　１月11日水（13時～）、１月13日金（15時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　１月10日火、２月14日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　１月10日火（10時～）、１月26日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手
保健福祉環境事務所／予約制）
　１月11日水、２月１日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増進
　 課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

警察署からのお知らせ
●“緊急時　あわてず　あせらず　110 番”
～ 110番は緊急電話　相談ごとは♯ 9110 ～
　110番は事件事故の緊急通報専用電話です。警
察に対する緊急を要さない相談・要望などは、「♯
9110」、または田川警察署へお願いします。

問 田川警察署（☎42-0110）

11月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 13（＋１） 86

　人身事故 ４（＋２） 18

　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 10（＋６） 27

●出生　２ 人
●死亡 17 人
●転入 18 人
●転出 10 人

納期限のお知らせ
●１月31日火が納期限です
　▷国民健康保険税（７期）
　▷後期高齢者医療保険料（７期）
口座振替日は１月25日水です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

給
付
金
の
書
類
提
出
は

お
済
み
で
す
か

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽
故
樋
口
金
光
（
下

　

落
合
）
▽
故
坂
本
シ
ズ
子
（
添
田

　

中
）
▽
故
藤
井
裕
幸
（
桜
橋
）

　
　
　
（
令
和
４
年
12
月
９
日
現
在
）

◉役場の電話番号が一部変わります

　電話切替日の１月28日
土は作業のため、電話が
繋がりにくい時間帯があ
りますので、ご了承くだ
さい。※電話切替後は、
町内のBBIQ 光電話から
かけると通話料無料です。

問 役場防災情報管財課管
　 財係（☎ 82-4002)

公
共
職
業
訓
練
生
（
３
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

直
方
特
別
支
援
学
校
幼
稚
部

入
学
者
募
集

見 本見 本

見 本見 本

北
九
州
視
覚
特
別
支
援
学
校

幼
児
・
生
徒
募
集

自
衛
隊
募
集
説
明
会

若
者
自
立
相
談
窓
口
〜
若
者
の

次
の
一
歩
を
応
援
し
ま
す
〜

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

会
計
年
度
職
員
採
用
試
験

年
以
上
あ
る
人
で

普
通
自

免
許
を
取
得

基
本
的

コ
ン

で
き
る
人

困
り
ご
と
無
料
巡
回
相
談
会

歓遊舎からのお知らせ
●１月と２月は営業時間が変わります
　▷営業時間　９時～ 17時
　▷変更期間　１月４日水～２月28日火
問 道の駅歓遊舎ひこさん（☎47-7039）

部署名部署名 新電話番号新電話番号

ワクチン接種コールセンターワクチン接種コールセンター 31-500031-5000

保健福祉環境課健康対策係保健福祉環境課健康対策係 31-500131-5001

防災無線電話案内サービス防災無線電話案内サービス 31-500231-5002

道路整備課道路整備課 31-500331-5003

出納室出納室 82-596082-5960
総合企画財政課総合企画財政課
予算一係・予算二係予算一係・予算二係 82-035082-0350

◉納期限が過ぎました

町県民税・固定資産税・
軽自動車税の納め忘れは
ありませんか

　町県民税・固定資産税・
軽自動車税（種別割）の今
年度の納期限が過ぎました。
納め忘れがある場合は、早急に役場会計窓
口、または町指定金融機関で納めてくださ
い。住民課税務・滞納対策係では、負担の
公平性の確保や町の貴重な財源の確保のた
め、滞納者に対して、財産調査や預金の差
し押さえなどの滞納処分を強化するなど、
厳しい対応を行っています。納付書を紛失
した場合などは税務・滞納対策係まで問い
合わせください。

問 役場住民課税務・滞納対策係
　 （☎ 82-1234）

定資産税
納め忘れは

今
た。
早急に役場会計窓

、
必
要
な
支
援
・
手

ど
の
相
談
支
援
を
行

は
無
料
で
す
。
生
活

やあ相19
日
木
、
２
月
16
日

❶

❷



１

令
和
５
年
１
月
号

広報

そ
え
だ

2023

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
 0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

Soeda Town Assembly

謹
ん
で
初
春
の

　
　

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　

令
和
５
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
添
田

　

令
和
５
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
添
田

町
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご

町
議
会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
健

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
健

や
か
に
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